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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は保育者養成課程において応用可能な野外教育プログラムを開発してその効果
を検証し有用性を示すことであった。幼児教育と野外教育の教育方法の相似点に着目し、体験によって生じるものを評
価する方法としてウェブマッピングを導入した。この方法を用いることで体験を「自己」「他者」「環境」「時間」と
関連づけて表現すること、すなわち内在化された体験内容の可視化によって体験内容の解釈の手がかりを得ることがで
きた。本研究における一連の実践を通して、学びのプロセスに対する認識力に富む保育者を育成するために野外教育プ
ログラムの有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the meaning of outdoor education program for learners 
of early childhood education. Teaching methods of early childhood education was similar to the outdoor 
education. We used Web Mapping as a method for evaluating experience.
This method could express the relation between "self", "others", "environment" and " time". The findings 
suggested that meaning of experiences and the value of sustained experiences. In conclusion, we could 
apply outdoor education to childcare teacher training program for development of self-learning ability.

研究分野：野外教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年の保育をめぐる厳しい状況から、保育
職の資質向上の必要性が指摘されている。保
育職志望者には、「保育実習」や「教育実習」
として実践的な学習機会が保障されている。
その一方で、保育場面以外での生活体験や自
然体験、社会奉仕体験などの多様な体験を通
した学びの効果も期待されている。こうした
体験活動には「多様な体験の中で得た直観的
理解を応用可能な知恵として身に付け、場面
に応じて適用する力」が自然に醸成されるこ
とが期待できる。しかし、保育者養成校では
保育職志望の学生に対してこうした機会が
十分に保障されているとは言い難く、a)「体
験を通して学ぶ」ことの意味を実感でき、b)
その体験が「自ら学ぶ」力へと応用され、c)
結果的に保育実践力の向上に結びつくよう
なプログラムの開発が求められている。 
 
２．研究の目的 
以上の背景から、自然体験活動を通して
「学び方を学ぶ」ことで、自ら学び続ける底
力のある保育者の育成に貢献する成果を得
ることを本研究の目的として設定した。 
具体的な到達目標は、学びのプロセスに対
する認識力を高める野外教育プログラムの
要件を提示することであり、それを達成する
ために以下の研究課題を設定した。 
(1)幼児教育と野外教育の教育方法の相似点
に注目したプログラム評価法の開発。 
(2)環境を通した保育の理解につながる野外
教育プログラムの開発および効果の検証。 
(3)協働的な学びの理解につながる野外教育
プログラムの開発および効果の検証。 
 
３．研究の方法 
(1)幼児教育と野外教育の教育方法の相似点
に注目したプログラム評価法の開発 
①プログラム評価手法の選定 
 プログラム評価の理論的枠組みを整える
ために、国内・海外の先行研究をレビューし、
協働的な学び、状況的カリキュラムの理論と
野外教育、幼児教育との関連を検討した。特
に、イタリアのレッジョ・エミリア市の教育
実践で注目されたプロジェクト・アプローチ、
ドキュメンテーション（記録文書）による学
び、の 2点について重点的に検討し、幼児教
育における学びという行為の社会構成主義
的なあり方について、本研究の理論的枠組み
を示した。 
②保育職志望者の「学び方」の実態調査 
 保育職志望者の「学び方」と「学びの道す
じを見通す力（状況的学びに対する理解力）」
の実態を明らかにするために、野外教育プロ
グラム体験後のジャーナル（振り返り）に見
られる記述の内容分析を行い、学び方につい
ての認識の特徴を整理した。 
(2)環境を通した保育の理解につながる野外
教育プログラムの開発および効果の検証 
①ウェブマッピングを活用した体験内容の

視覚化と解釈 
 保育を学ぶ学生を対象とした野外教育プ
ログラムとして、a)身近な環境での短時間の
活動、b)日常と異なる環境での 2泊 3 日のキ
ャンププログラムを実施し、ウェブマッピン
グを用いて体験をした学びのすじみちを解
釈し、学びの内容と体験との関連を検討した。 
(3)協働的な学びの理解につながる野外教育
プログラムの開発および効果の検証 
 保育を学ぶ学生を対象とした野外教育プ
ログラムとして、a)身近な環境での短時間の
活動、b)日常と異なる環境での 2泊 3 日のキ
ャンププログラムを実施し、野外教育プログ
ラム体験後のジャーナル（振り返り）に見ら
れる記述の内容分析から、自然体験の中での
協働的学びの特徴を示した。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
①幼児教育と野外教育の教育方法の相似点
に注目したプログラム評価法の開発 
概要：日本的思想において自然とは自然（じ
ねん）であり、理解の基盤は「同調」であっ
た。わが国の幼児教育の基礎を作った倉橋惣
三は、子どもの「然ながら」という言葉で子
どもの主体性を表現している。現行の幼稚園
教育要領でも、領域「健康」、領域「環境」、
領域「表現」において幼児が自然と触れ合う
ことの意味が述べられており、「自然」の中
で主体性の発揮がほぼ自明視されている。一
方、海外の実践では「対話」が重視されてき
た。レッジョ・アプローチでは、ドキュメン
テーションの作成によって保育の一部を可
視化することで保育者と保護者との対話が
生じ、子ども理解を深めることができる。ド
キュメンテーションに用いられる「ウェブ」
は、子どもが表現したことや、それについて
の保育者の見取りを言語化し関係付け、線や
囲みを用いて視覚的に集約した記録である
が、言葉を手がかりに見えないものの一部を
可視化して、共に保育に携わる他者と共有す
る手段として有効である。日本の保育実践に
おいては、子どもの主体性と環境との関係性
を結ぶものとしての子どもの「然ながら（さ
ながら）」という観点があり、「然ながら」を
afford するものとしての「自然」の意味が重
視されてきたといえるが、その道筋を明示す
ることへの意識は高くない。一方、レッジ
ョ・アプローチでは、ドキュメンテーション
による対象化を行うが、全てを可視化し得な
いことにより対話が生じる仕組みとなって
いる。保育では、子どもの姿から学びの道筋
を観取することが求められる。その実践的方
法は保育者集団の中で共有されていくが、そ
の内的過程の一部を可視化することで他者
との「同調」を容易にし、相互理解を深める
ことで結果的に保育者集団全体の力量を向
上させることができるのではないか。その一
手段として「ウェブマッピング」は簡易で有
用であるという見通しを得た。以上に基づき、



学生が作成したウェブに表された言葉を手
がかりに、学びの過程について考察した。 
結果：保育職志望の学生が作成したウェブの
分析を通して、2 つの特徴を捉えることがで
きた。1)他者（子ども）の感覚を想像するよ
りどころとしての自己の感覚への気づきを
得る機会としての意味。2)想起されたことの
一部を端的に言語化しておくことにより、全
体を他者と共有するための手がかりを与え
るものとしての意味。 
②環境を通した保育の理解につながる野外
教育プログラムの開発および効果の検証 
概要：本研究では、正課（授業）での自然体
験で学生が作成したウェブ、正課外の自然体
験として実施した「ゆきぐにキャンプ」、「田
舎暮らしキャンプ」で学生が作成したウェブ
の内容を検討した。ここでは、1)自分の体験
についての「ウェブ」を自分で作ることの意
味、2)自然の中での遊びの中で生じる気づ
き・学びの内容、の 2点についての考察を中
心として、自然体験を通しての学びの過程を
解釈した。以下、各プログラムの概要を示す。 
「夏の自然あそび」保育科専門科目である
「体育Ⅰ」の一部（授業 90 分×4回分）でプ
ロジェクト活動を実施した。プロジェクトの
テーマは「環境と身体・環境が引き出す身体
活動」であった。その中の「夏の自然あそび」
（13 回目・14 回目）では、短大近隣の長尾
川、利倉神社、胸形神社等に移動し（徒歩 10
分程度）、それぞれのグループで遊びを考え
自由に遊んだ後（約 45 分間）、ウェブの作成
を行った。 
「ゆきぐにキャンプ」2015 年 3月下旬に、長
野県下水内郡栄村・秋山郷にて 2泊 3日のプ
ログラムを実施した。秋山郷の自然と共にあ
る生活を知ること、積雪地域の生活と自然を
知ることを主なねらいとし、郷土食（早蕎麦、
あんぼ）作り、かまくら作り、かんじきハイ
キング、そり遊びなどを行った。各日の終わ
りにウェブを作成した。 
「田舎暮らしキャンプ」2015 年 8月中旬に長
野県下水内郡栄村・小滝、菅沢の各集落で、
2 泊 3 日のプログラムを実施した。集落の伝
統行事への参加や農業体験を通して、栄村の
生活を知ること、食と自然のつながりを知る
ことを主なねらいとし、お盆のお祭りの夜に
集落の一般家庭で夕食を頂く、お祭りの「提
灯行列」への参加、開拓農地での加工用トマ
トや夏野菜の収穫、収穫した野菜を使った食
事作り等を行った。プログラム最終日にウェ
ブを作成した。 
結果：参加者が作成したウェブを見ることで、
ねらいが達成されたか（指導者側が期待する
体験が生じているか）を確認することができ
た。「夏の自然あそび」では、自然環境とふ
れあうことによってもたらされる身体の感
覚に気づくことがねらいであったが、川の流
れや河床の石、生き物、太陽の日差し、風な
どがもたらす感じをとどめる言葉である「冷
たい」、「ぬるい」、「すずしい」、「キラキラ」、

「やわらかい」、「やさしい」などがウェブに
表され、「笑顔」、「ニコニコ」、「気持ち良い」
といった身体で感じたことがひとつながり
の解釈の中に表れていた。また、「ゆきぐに
キャンプ」、「田舎暮らしキャンプ」では、「生
活と自然のかかわり」に気づくことがねらい
であったが、「体験や活動を通して深まるコ
ミュニケーション」、「自然と会話し、（仲間
との）距離が近くなる」、「自分の関わり方次
第で変化が起こる」、「他者と関係を作る力」
など、生活と切り離せない「人と人との関係」
に関連する言葉がウェブに表されていた。 
また、文章での表現と比較して、ウェブでは
線で結んで表現するような「ひとつながりの
解釈」をとどめておくことに無理がない。そ
のため、生成途中のような曖昧な感覚でもそ
の痕跡を残すことができる。体験の中で得た
ことを個人の文章表現力に関係なく表現で
きるのは有用である。また、体験を共にした
者同士が、その表現から直観で理解しあうこ
とも容易である。こうした、言葉の向こう側
にあるものを共有するということも、保育職
を目指す者として体験しておきたい学びの
過程のひとつとして捉えられる。 
 正課（授業）では、自然体験そのものに充
てる時間も短く、体験をふりかえりウェブを
作成する時間も短い。そのためか、ウェブに
表れる言葉は端的で感覚的であった。一方、
正課外のプログラムでは、2 泊 3 日という長
い時間軸の中での活動であったためか、ウェ
ブに表れる言葉には文章の形をとるものが
みられ、ひとつながりの解釈も複数表現され
ていた。これは、体験を言葉として表すため
には、体験の間に十分な時間が必要であるこ
とを示唆するものである。また、体験の間に
他者との対話の機会が多くあったことが、ウ
ェブに表れる言葉を豊かにし、つながりを生
起させているようにも感じられる。特に、「こ
こでしか出会えない人」との対話をふりかえ
る中で、保育職としての将来の自分のあり方
につながる解釈が生成していることが印象
的であった。自然体験を出発点として、他者
との対話の機会と、それを自然にふりかえる
十分な時間があったという条件により、自己
との対話が促進されて、体験の意味理解をも
たらしたのかも知れない。 
 事例の検討を通して、ウェブマッピングは
全てを可視化せず、むしろウェブが可視化す
ることは極めて限定的であることを明示す
る結果になった。ウェブに表現されていない
ことを指し示すことが、ウェブの意味といえ
るのではないか。保育という営みは、子ども
が体験していることについて、目に見える出
来事を手がかりに、直接見ることができない
子どもの体験の中身の意味を保育者同士で
共有することで支えられている。ウェブを用
いることでそれが容易となり、他者に開くこ
とが可能となる。保育職を目指す学生が、体
験をウェブにする作業を通して「見えないも
のを共有するための部分的可視化」の意味に



気づき、その道具としての「言葉」の重要性
を発見するきっかけを得ることが、保育者養
成段階でウェブを活用する価値といえる。 
③協働的な学びの理解につながる野外教育
プログラムの開発および効果の検証 
概要：保育者養成課程における専門科目「体
育Ⅰ」受講学生を対象として、90 分×15 回
の標準的な授業の一部に導入した活動（石の
水切り）について、特に学習集団の動きと個
人の認識のあり方に注目して、どのような学
びの場となっているのかを検討した。 
結果：石の水切りでは、技術習得の要点とし
て「友だちに教えてもらう」、「できる人をま
ねる」、「うまい人を見る」ことを多くの学生
が指摘し、仲間と一緒に活動することの意味
が認識されていた。水切りの成功率が高い者
の特徴としては「人に教える」、「意識してや
る」、「投げる時に回転をかける」、「角度」、「水
面に水平に投げる」、であり、「投げ方」につ
いての指摘が具体的であった。また、「投げ
る時の姿勢」を指摘しながら「水面に水平に
投げるために」などの具体的な理由を添えた
記述が多く見られた。一方で、成功率が低い
者が共通して指摘していたことは、「投げる
時の姿勢」、「腰を低くする」、「周りに人がい
ない」であった。投げる時のフォームへの言
及が多く、石の動きそのものに対する考察が
みられないことが特徴的であった。これらの
記述から、成功率が低い者は、「見るポイン
ト」が不適切であり、他の気づきが適切であ
っても結果的に水切りの技術の向上に至ら
なかったと推察できる。教え合うことや繰り
返し試すことにより、多くの学生が水切りあ
そびを習得し、向上の喜びを得ることができ
た。また、あそびの技術的要点の中に「気づ
きやすいもの」と「気づきにくいもの」があ
り、気づきにくいものについては「先生」が
助言することによってあそびが持続するこ
とが示唆された。例えば、ほとんど指摘され
なかった「見る」行為は、投げる運動に必須
である「ねらう」という行為に関連する極め
て重要なポイントであるのに、その重要性が
気づかれにくく、教え合いのなかでほとんど
言及されなかった。適切なタイミングで「見
る」ことについての助言をしていれば意欲が
継続し、技術の向上に至ったかも知れない。
以上より、水切りという自然環境の中での遊
びの体験には学生同士の直接的な相互作用
が豊かに含まれ、保育につながる気づきの機
会となることが示唆された。 
(2)本研究成果の国内における位置づけ 
 野外教育では、その本質的部分である「体
験」についての意味理解に貢献する成果を提
示することができた。また、保育者養成にお
いては、養成課程に自然体験活動を取り入れ
ることの意義を提示することができた。 
(3)今後の展望 
 本研究では、自然体験を通した学びの道筋
を部分的に明らかにすることができたが、保
育の仕事に就いた後それがどのように活か

されるのかについての検証が不十分であっ
たので、研究課題および研究方法を再設定し
たうえで、研究を継続する予定である。 
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